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平 成 3 0 年 度 事 業 報 告  

 

は じ め に  

景気は、設備投資需要の回復を背景にやや持ち直し全業種で人手不足状態になっており、労働需給

は逼迫した状況が続く見込みと言われています。このような中、高齢者が働くことを通じて生きがい

を得、社会参加により活力ある地域をつくりだすことで、営利ではなく福祉的側面が強い組織として

地域経済と福祉を享受・増進し、空いた時間で身体に無理なく働きながら仲間を見つけられ、体も適

度に動かせ人の役に立てるという社会との重要な結節点を目指してまいりました。高齢者比率の増加

と働き盛りの人口比率の減少に直面する社会において、労働能力と就業意欲をもった高齢者にはでき

る限り働いてもらい、経済社会を支えるという人材活用での就業は重要であります。シルバー事業の

基本理念・原則を、会員と役職員がさらに認識し、就業機会の拡大、新規事業や派遣事業の開拓、会

員の加入促進、安全・適正就業など当面する諸課題に積極的に取り組み、地域に貢献できるセンター

として事業を推進してまいりました。昨年度と同様、介護予防・日常生活支援の事業（別名シルバー

えぷろん）における生活支援サービスの件数も増加・充実し、安定した取り組みを行っています。ま

た本年度、播磨町長と「空き家の適正管理の促進に関する協定」を締結し、一般作業・管理などで会

員一同のノウハウを発揮できるこれからの本格的な就業先であります。 

会員の確保と契約金額の目標を定めた「中期計画」を策定し常に検証しています。目標値に達して

はいませんが所期の成果に向かって努力しているところで、この内、契約金額では281,493,730円（内

派遣事業は、15,861,842円）となり、平成29年度と比較して3,955,599円の増となりました。会員数

は、３人増の520人となりました。これは、適正就業の定着によるものの他、就業を通じて健康の保持

と生きがいを求める会員に寄り添い、事業の安定に期した成果と考えています。 

 

事業推進実績状況 

１、 高年齢者の就業に関する情報の収集及び提供 

   稲美町・播磨町及び関係行政機関、全国シルバー人材センター事業協会、兵庫県シルバー人材セ

ンター協会、兵シ協東播ブロック会議等と連携して情報を収集し、これを会員に提供して事業を推

進した。 
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① シルバー人材センター事業の普及啓発 

1) 会報「シルバーだより」第 64 号、第 65 号を発行し、就業の拡大及び会員の募集 

2) 口コミによる会員募集を随時実施 

3) ボランティア事業を推進するため、播磨町支部では毎月第 2 水曜日を活動日に設定し、幼稚園・

保育園、子育て支援センターなどで、除草・剪定・清掃・おもちゃづくり・ペンキ塗り等の作業

を実施   5/9・6/13・7/11・9/12・10/10・11/14・12/20・1/10・2/13・3/13 

4）入会説明会を実施 4/25・5/23・6/27・7/25・8/22・9/26・10/24・11/26・12/26・1/24・2/27・

3/27 

5) 理事等が、シルバーはんてん等を着用し、のぼりを立て広告チラシやティッシュを配布し、セン

ターの PR を実施 4/2・3/31 

6) 幹線街路の交通安全クリーンキャンペーンを実施 12/20・12/28 

7) 事業推進大会に出展 10/31 

8) 事務局通信を毎月 1 回発行   平成 31 年 3 月現在、連続 76 号発行済 

② 情報収集 

1）全国シルバー人材センター事業協会「会報誌」月刊「シルバー人材センター」及び他市町シルバ

ー人材センターの「会報紙」等による情報の収集 

2）隣接シルバー人材センター広域連絡理事長会議 (構成 神戸市・西宮市・芦屋市・明石市・加古

川市・加古郡広域の 6 センター)に参加し、今回は加古郡の当番により播磨町で 8/3 に及び神戸市

で 2/28 に実施 

２、 高年齢者の就業に関する調査及び研究 

多様な形態での高年齢者の就業機会を確保するため、安全・安心な事業を推進し地域の方々に親

しまれるセンターを目指し事業展開をした。 

① 兵庫県シルバー人材センター協会主催 

1) 総会及び役員研修会 6/14 

2) 派遣会員研修会 随時 

3) 兵庫県シルバー人材センター事業推進大会 10/31 

4) 事務局長会議   4/19・10/3・1/29 
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② 兵シ協・東播ブロック会議 

1）会議 明石市 6/18・西脇市 9/18・加古川市 1/26 

③ センターの認知度を高め理解を得るために 

1) 竹細工教室の開催 毎月第 1・3 水曜日 

2) パソコン教室の開催 毎月第 2・4 火曜日 

3) うどんづくり教室の開催 毎月第 1・3 月曜日 

4) 絵画教室の開催 毎月第 1 金曜日 

5) 就学前の幼児一時預かり(認可外保育施設)  12/7・2/14・3/12・3/14・3/15 

6) 夏休みこども勉強教室の開催 7/23・7/24・7/25・7/26・7/27・7/30・7/31 

7) 編み物教室の開催 毎週金曜日 

④ その他 

1) 職員研修会・講習会等  4/16・4/17・6/18・6/20・7/26・9/28・11/21・11/27・12/15・2/26 

2）会員接遇研修 稲美町支部 10/29 

3）会員の月初め朝礼 播磨町支部 毎月初め 

4）トライやる・ウィーク受け入れ 稲美町支部 6/4 から 5 日間、播磨町支部 5/28 から 5 日間 

5）JA 衛生講習会 6/18 

6）安全運転管理者総会 7/12 

7）安全運転管理者講習会  8/28 

8）シルバーえぷろんスキルアップ講習会 7/6・7/10・7/11 

9）派遣元責任者講習会 9/28 

10）生活支援サポーター養成研修・講座 10/2・10/9・10/23・10/30・2/1・2/8・2/22・3/1 

11）防火・避難訓練 8/2 

３、 高年齢者に対する就業相談の実施 

  地域における働く意欲のある高齢者に、適正な就業や能力向上のための事業を実施した。 

① 毎月 1 回入会説明会と同時に高年齢者の就業相談 

1) 稲美町支部・播磨町支部がそれぞれ別会場で実施 

② 未就業会員に対するミスマッチ等解消のため相談業務 随時 



4 

 

４、 就業機会の開拓及び提供 

事業の安定的な発展・拡大のため、(公社）兵庫県シルバー人材センター協会が実施する一般労働

者派遣事業（シルバー派遣事業）の実施事業所として、高年齢者の就業に適した臨時的かつ短期的

又はその他の軽易な業務に係る雇用を希望する高年齢者にシルバー派遣事業を実施した。 

① シルバー派遣事業研修等の実施 

1) 派遣会員の研修・講習の実施  7/27・2/27・2/28・3/7 

② 就業機会の開拓及び提供 

1) 民間事業所・一般家庭への開拓及びＰＲ活動等を実施 

2）「シルバー人材センターを元気にする」街頭啓発運動を、JR 土山駅、山陽電鉄播磨町駅及び、

JA ショップほかで実施 

3) 掲示板等を活用して、就業情報の提供 

4) 会員一人ひとりが就業開拓員として、身近なところから就業拡大 

5) 「空き家管理等の適正管理に関する協定」を播磨町長と締結し、新たな就業機会により就業

拡大 

５、 安全就業に関する事業の実施 

安全や適正就業にかかる委員会の充実と、会員の安全・適正就業の推進に努めた。 

① 会員の就業災害の発生防止を図るための対策 

1) 安全・適正就業推進委員会の開催 7/14・11/22 

2) 職群別 (除草・草刈・植木剪定）安全講習会を実施 

播磨町支部・剪定班 7/3  除草班 7/2  草刈班 7/9 

3) 安全・適正就業推進委員会委員による安全パトロールの実施  

稲美町支部 (播磨町支部を巡視)  7/18・7/23 

播磨町支部 (稲美町支部を巡視) 7/20・7/26 

4) 安全就業推進標語募集  6/4～6/22 

5) 健康相談の実施 第 2・木曜日 (播磨町支部) 

6)「救命講習会」・「AED」(自動体外式除細動器) の取扱い講習会の受講 2/8 

② 会員の交通災害の発生防止を図るための対策 
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1) 交通安全講習会の開催 

警察署からの講師派遣   稲美町支部・播磨町支部合同  10/2 

2) 会員の自動車運転適性検査の受講 2/13・2/15 

６、 各種会議等の開催 

多様な形態での高年齢者の就業機会を確保するため、重要な決定事項等を策定し事業展開をした。 

① 総会の開催 5/24 

② 理事会の開催 5/7・7/27・11/29・3/18 

③ 監査の実施 

 1) 平成 29 年度決算監査 4/27 

2) 平成 30 年度中間監査 11/6 

④ 広報委員会の開催 8/23・9/25・12/12・1/17 

⑤ 総務委員会の開催 12/25 

⑥ 支部理事会の開催 

1) 稲美町支部  6/21 

2) 播磨町支部  4/8・6/12・3/31 

７、 会員の親睦行事の実施 

福利厚生を目的とし、会員・役員・職員が一体となって組織の充実発展ために事業を実施した。 

① 稲美町支部、10 月 27 日（土）日帰り親睦旅行を実施 

行先➞➞➞➞➞「近江八幡水郷めぐりと散策」方面 

参加者➞➞➞➞ 59 人 

② 播磨町支部、11 月 10 日（土）日帰り親睦旅行を実施 

行先➞➞➞➞➞「薬師寺（法話）・唐招提寺とミカン狩り」方面 

参加者➞➞➞➞ 65 人 

 

 

平成 30 年度安全推進標語応募最優秀作品「 慣 れ る ほ ど  忘 れ て し ま う  そ の 危 険  」 
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平成 30 年度 正 味 財 産 増 減 計 算 書 

（平成 30 年 4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日） 

（単位：円）

 

科        目 当　年　度　 前　年　度　 差　　異　

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（1）経常収益

受託事業収益 265,631,888 261,236,293 4,395,595

受取配分金 216,182,085 212,441,397 3,740,688

受取材料費等 16,321,203 16,480,845 △ 159,642

受取事務費 33,128,600 32,314,051 814,549

受取会費 1,223,000 1,224,400 △ 1,400

正会員受取会費 1,223,000 1,224,400 △ 1,400

受取補助金等 28,000,000 26,824,000 1,176,000

連合交付金 14,000,000 13,412,000 588,000

播磨町補助金 7,000,000 6,706,000 294,000

稲美町補助金 7,000,000 6,706,000 294,000

労働者派遣事業等受託収益 1,340,280 1,499,040 △ 158,760

指定管理受託事業収益 19,091,045 24,594,881 △ 5,503,836

雑収益 3,302,856 3,766,641 △ 463,785

受取利息 369 384 △ 15

雑収益 3,302,487 3,766,257 △ 463,770

経常収益計 318,589,069 319,145,255 △ 556,186

（2）経常費用

事業費 310,174,167 309,937,807 236,360

支払配分金 216,182,085 212,441,397 3,740,688

支払材料費等 14,988,046 14,284,624 703,422

給料手当 32,831,621 34,242,418 △ 1,410,797

臨時雇賃金 897,888 578,735 319,153

法定福利費 5,788,763 5,970,502 △ 181,739

退職金掛金 2,734,464 2,832,000 △ 97,536

福利厚生費 136,350 148,477 △ 12,127

旅費交通費 46,620 105,670 △ 59,050

通信運搬費 919,506 928,103 △ 8,597

減価償却費 4,442 2,327 2,115

会議費 8,152 0 8,152

什器備品費 502,894 455,628 47,266

消耗品費 1,177,276 1,341,515 △ 164,239

修繕費 3,370,306 5,273,137 △ 1,902,831

印刷製本費 1,045,584 887,955 157,629

光熱水料費 8,033,429 7,660,313 373,116

賃借料 5,452,751 5,444,799 7,952

保険料 3,624,584 3,828,916 △ 204,332

諸謝金 0 0 0

租税公課 2,744,521 3,100,960 △ 356,439

支払負担金 0 12,430 △ 12,430

委託費 6,065,459 6,947,834 △ 882,375

教材費 0 0 0

支払手数料 34,428 34,324 104

貸倒損失 26,211 0 26,211

町納付金 143,970 0 143,970

賞与引当金 2,971,282 2,804,135 167,147

雑費 443,535 611,608 △ 168,073
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（単位：円） 

科        目 当　年　度 前　年　度　 差　　異　

管理費 10,664,550 10,322,131 342,419

役員報酬 1,155,000 1,243,000 △ 88,000

給料手当 5,112,300 5,056,682 55,618

臨時雇賃金 99,764 64,303 35,461

法定福利費 1,345,134 1,300,158 44,976

退職金掛金 629,616 612,000 17,616

福利厚生費 29,580 28,423 1,157

会議費 544,320 258,060 286,260

役員等旅費交通費 7,520 24,820 △ 17,300

旅費交通費 19,780 6,600 13,180

通信運搬費 196,200 198,349 △ 2,149

什器備品費 0 0 0

消耗品費 92,691 106,375 △ 13,684

修繕費 0 43,131 △ 43,131

印刷製本費 34,560 3,240 31,320

光熱水料費 102,177 109,048 △ 6,871

賃借料 300,787 253,860 46,927

保険料 26,100 26,100 0

諸謝金 0 0 0

租税公課 264,929 173,940 90,989

支払負担金 248,600 236,170 12,430

委託費 170,000 170,000 0

支払手数料 12,096 11,664 432

雑費 273,396 396,208 △ 122,812

  経常費用計 320,838,717 320,259,938 578,779

  評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,249,648 △ 1,114,683 △ 1,134,965

  特定資産評価損益等 0 0 0

  評価損益等計 0 0 0

  当期経常増減額 △ 2,249,648 △ 1,114,683 △ 1,134,965

２．経常外増減の部

（1）経常外収益

  固定資産売却益 0 0 0

  経常外収益計 0 0 0

（2）経常外費用

  固定資産除売却損 5 3 2

  経常外費用計 5 3 2

  当期経常外増減額 △ 5 △ 3 △ 2

  他会計振替額 0 0 0

  当期一般正味財産増減額 △ 2,249,653 △ 1,114,686 △ 1,134,967

  一般正味財産期首残高 30,152,943 31,267,629 △ 1,114,686

  一般正味財産期末残高 27,903,290 30,152,943 △ 2,249,653

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0 0 0

Ⅲ　正味財産 期末残高 27,903,290 30,152,943 △ 2,249,653
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公益社団法人加古郡広域シルバー人材センター 役員名簿 

  

                           平成 31 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

役 職 名 氏 名 

理 事 長  星子 克己 

副 理 事 長 井澤 新治 

理 事 甲谷 克己 

理 事 田中  勲 

理 事 木暮  徹 

理 事 宮本 竹男 

理 事 福田 美佐子 

理 事 畠 フミ子 

理 事 廣田 義正 

理 事 汐崎 保雄 

理 事 田端 寿弘 

理 事 中島 民恵 

理 事 大辻 明美 

常 務 理 事 前田 松男 

監 事 吉田 邦子 

監 事 滝川 恵吾 


